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好
天
気
に
恵
ま
れ

盛
会
だ
っ
た
第
1
7回
町
内
駅
伝
大
会

昭
和
三
二
年
、
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
意
識
と
、
体
位
の
向
上
を
目
的
と
し
て
始
め
ら
れ
た
、
恒
例
の
油
谷
町

駅
伝
大
会
も
、
第
一
七
回
を
迎
え
、
暦
の
上
で
は
大
寒
と
い
ゝ
な
が
ら
、
春
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
好
天
気
に
恵
ま
れ
た

一
月
二
〇
日
午
後
一
時
三
〇
分
、
大
浦
飛
行
場
跡
を
ス
タ
ー
ト
、
伊
上
駅
前
に
至
る
三
五
k
m
八
区
間
で
、
地
域
三
、
職

域
二
、
中
学
校
五
、
計
一
〇
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
の
成
績
で
盛
会
だ
っ
た
。

着
順
及
び
所
用
時
間

地
域
の
部

一
位
蔵
小
田
二
時
間
九
分
一
五
秒
、

二
位
伊
上
二
時
間
一
四
分
、
三
位
向
津

具
青
年
団
二
時
間
一
四
分
二
九
秒

職
域
の
部

一
位
人
丸
駅
二
時
間
一
八
分
四
七
秒

二
位
町
役
場
二
時
間
二
五
分
二
五
秒

中
学
校
の
部

一
位
菱
中
Ａ
二
時
間
七
分
三
〇
秒

二
位
向
津
具
中
Ａ
二
時
間
九
分
二
九
秒

三
位
油
谷
中
二
時
間
一
二
分
ニ
一
秒

四
位
菱
中
Ｂ
二
時
間
一
三
分
二
二
秒

五
位
向
津
具
中
Ｂ
二
時
間
一
四
分
二
〇
秒

な
お
伊
上
チ
ー
ム
小
林
治
夫
君
（
三

六
歳
）
は
こ
と
し
で
連
続
一
七
回
出
場

選
手
と
し
て
関
係
者
の
称
讃
の
ま
と
ゝ

な
り
ま
し
た
。

写
真

上
　
大
浦
飛
行
場
跡
を
い
っ
せ
い
に
ス

タ
ー
ト
す
る
一
区
走
者
の
み
な
さ
ん

下
右
　
卜
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
菱

中
Ａ
奥
田
宏
君

下
左
優
勝
旗
を
受
け
る
蔵
小
田
チ
ー
ム

人 口 と 世 帯
46年12月末 47年12月末 1年間の増減

男
女
計

世 帯 数

5. 971
6. 721

12. 692
3. 225

5. 920
6. 615

12. 535
3. 242

－　5j
-  106
-  157
＋　77

う
ご
き

お
け
る

一
年
間
に

出　生
死　亡
転　 出
転　 入

160
135
696
514

油
谷
青
年
の
家
で

青
年
大
学
講
座
を
開
設

県
教
育
委
員
会
外
二
団
体
が
主
催
で

二
月
二
四
日
か
ら
三
日
間
、
油
谷
青
年

の
家
で
、
「
青
年
大
学
講
座
」
が
開
か

れ
ま
す
。

受
講
料
、
食
事
代
等
は
主
催
者
が
負

担
し
ま
す
か
ら
多
数
受
講
さ
れ
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
町
教
委
又
は
青
年
の

家
へ
早
目
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

主
な
行
事
と
講
座
及
び
講
師
の
先
生

は
次
の
と
お
り
で
誰
れ
で
も
自
由
に
聴

講
で
き
ま
す
。

受
付
二
月
二
四
日
一
四
時
～
一
五
時

青
年
の
生
き
が
い
と
自
由
　
東
京
電
機

通
信
大
助
教
授
西
尾
幹
二
先
生
二
五
日

九
時
～
一
一
時
・
青
年
の
社
会
生
活
の

ポ
イ
ン
ト
　
山
口
女
子
短
大
助
教
授
林

雅
孝
先
生
二
五
日
一
三
時
～
一
四
時
三

〇
分
・
よ
ろ
こ
び
を
与
え
る
人
に
な
ろ

う
日
置
村
福
正
寺
住
職
波
多
野
至
暁
先

生
、
二
五
日
一
五
時
二
〇
分
～
一
六
時

三
〇
分
・
解
散
は
二
六
日
一
一
時
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正
副
議
長
や

議
会
構
成
決
ま
る

昭
和
四
八
年
第
一
回
臨
時
町
議
会
は
一
月
二
五
日
午
前
一
〇
時
か
ら
開
か

れ
、
正
副
議
長
や
各
常
任
委
員
会
の
構
成
お
よ
び
議
会
選
出
監
査
委
員
等
を

次
の
と
お
り
定
め
ま
し
た
。

湊　 議　 長山 本 副 議 長

（
議
会
構
成
）

議
　
長
　
　
湊
　
政
則

副
議
長
　
　
山
本
唯
一

総
務
委
員
会

委
員
長
　
和
田
　
賢

副
　
光
田
唯
之

委
長
　
今
津
好
助
　
宮
垣
高
明

林
　
憲
明
　
藤
井
洋
一

石
田
　
貢

経
済
委
員
会

委
員
長
　
岡
藤
義
昭

副
　
平
岡
清
一

委
長
　
崎
浴
一
郎
　
大
谷
早
苗

岡
村
春
義
　
山
須
芳
男

建
設
委
員
会

委
長
長
　
植
山
一
男

副
　
林
　
常
之

委
長
　
平
川
三
照
　
村
岡
政
一

松
岡
豊
若
　
金
光
武
男

文
教
厚
生
委
員
会

委
員
長
　
大
中
亀
令

副
　
安
田
正
雄

委
員
　
山
本
唯
一
　
重
田
善
幸

長
野
初
治
　
松
岡
　
勇

（
湊
政
則
）

監
査
委
員

議
会
選
出
　
　
石
田
　
貢

学
識
経
験
者
　
島
田
寅
若

油
谷
湾
総
合
開
発
特
別
委
員
会

委
長
長
　
藤
井
洋
一

副
　
松
岡
豊
若

委
長
　
和
田
　
賢
　
光
田
唯
之

今
津
好
助
　
重
田
善
幸

岡
藤
義
昭
　
宮
垣
高
明

参
　
考

中
央
公
民
館
建
設
特
別
委
員
会

委
員
長
　
平
川
三
照

副
　
植
山
一
男

委
員
　
今
津
好
助
　
光
田
唯
之

岡
藤
義
昭
　
松
岡
豊
若

大
中
亀
令
　
重
田
善
幸

（
昭
和
四
七
年
五
月
二
六
日
選
任
　
任

期
は
中
央
公
民
館
竣
工
ま
で
）

正
し
い
申
告
を

所
得
の
申
告
時
期
近
づ
く

例
年
の
よ
う
に
、
二
月
～
三
月
は
、

前
年
の
所
得
に
つ
い
て
の
、
申
告
と
納

税
を
す
る
時
期
で
す
。

申
告
納
税
制
度
が
基
本
と
な
っ
て
い

る
現
在
の
税
制
上
、
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
、
明
る
く
正
し
い
申
告
を
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
税
の
公
平
性
も
よ
り
は

か
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
昨
年
一
か
年
間
の

実
績
を
充
分
検
討
の
上
、
事
業
に
つ
い

て
の
収
支
の
集
計
や
、
生
命
保
険
料
、

医
療
費
な
ど
所
得
控
除
額
の
適
確
な
は

あ
く
等
、
申
告
の
た
め
の
諸
資
料
を
よ

く
整
理
さ
れ
て
正
し
い
申
告
を
忘
れ
ず

に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ

い
て

○
所
得
税
の
確
定
申
告
の
期
限
は

昭
和
四
八
年
二
月
一
六
日
か
ら

昭
和
四
八
年
三
月
一
五
日
ま
で

○
税
務
署
よ
り
、
確
定
申
告
書
が
送
ら

れ
、
ま
た
、
申
告
と
納
税
に
つ
い
て

の
相
談
日
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
方

は
、
必
ず
お
い
で
下
さ
い
。

○
税
務
署
よ
り
、
通
知
が
な
く
て
も
所

得
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ

れ
る
方
は
、
必
ず
ご
相
談
下
さ
い
。

も
し
申
告
納
税
を
怠
る
と
、
さ
き

で
、
修
正
、
更
正
決
定
な
ど
を
受
け

ら
れ
、
不
利
益
と
な
り
ま
す
。

○
税
務
署
の
相
談
日
程
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

△
相
談
会
場
　
油
谷
町
役
場

△
日
　
程

昭
和
四
八
年
二
月
二
八
日
　

三
日

昭
和
四
八
年
三
月
二
日
　
　間

○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方

住
民
税
（
町
県
民
税
）
の
申
告
は
不

要
で
す
。

な
お
住
民
税
の
申
告
相
談
日
程
は
後

日
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

贈
与
税
、
譲
渡
所
得
の
申
告
は
、
昭

和
四
七
年
中
に
財
産
の
贈
与
を
受
け
ら

れ
た
方
や
、
ま
た
は
、
土
地
や
建
物
な

ど
を
売
ら
れ
た
方
は
、
三
月
一
五
日
ま

で
に
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
下
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
税
務
署
で
ご
相
談

を
県
税
事
務
所
か
ら
の
お
知

ら
せ

個
人
事
業
税
の
申
告
手
続
き
が
簡
略

化
さ
れ
、
昭
和
四
八
年
度
分
か
ら
、
道

府
県
民
税
の
申
告
書
を
個
人
事
業
税
の

申
告
書
と
み
な
す
こ
と
に
な
り
、
所
得

税
の
確
定
申
告
書
か
個
人
の
道
府
県
民

税
の
申
告
書
の
い
づ
れ
か
を
出
さ
れ
た

方
は
、
事
業
税
の
申
告
書
を
提
出
さ
れ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

給
与
等
の
支
払
報
告
書
は

早
急
に

事
業
主
で
家
族
専
従
者
や
他
人
に
支

払
っ
た
、
昭
和
四
七
年
分
給
与
支
払
報

告
書
、
若
し
く
は
賃
金
支
払
調
書
（
漁

業
の
か
子
分
配
金
も
含
む
）
を
未
提
出

の
方
は
必
ず
早
急
に
ご
提
出
下
さ
い
。

町
税
や
保
険
料
の
完
納
を

昭
和
四
七
年
度
も
あ
と
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
　
四
期
　
二
月
末
日

国
保
保
険
料
　
五
期
　
二
月
末
日

い
ず
れ
も
最
終
納
期
で
あ
り
ま
す
の

で
、
納
期
内
に
必
ず
完
納
し
ょ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

完
納
で
明
る
い
我
が
家

伸
び
ゆ
く
油
谷
町

交
通
共
済
へ
の
加
入
の

お
す
ゝ
め

痛
ま
し
い
交
通
事
故
が
連
日
く
り
か

え
さ
れ
、
尊
い
生
命
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
失

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
で
も
人
命
に
つ
な
が
る
大
き
な

事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
事
故
の
犠
牲
に
な
る
こ
と
は
全
く
不

幸
な
こ
と
で
す
が
、
万
一
に
備
え
て
家

族
全
員
交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入
を
お

す
ゝ
め
し
ま
す
。

こ
の
共
済
に
加
入
し
て
い
な
い
た
め

交
通
事
故
に
あ
っ
て
も
見
舞
金
の
も
ら

え
な
い
方
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

来
る
四
月
一
日
か
ら
更
新
さ
れ
る
共

済
に
ぜ
ひ
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
す
ゝ

め
い
た
し
ま
す
。

加
入
資
格
　
油
谷
町
に
住
民
登
録
又
は

外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人
。

共
済
掛
金
　
一
人
一
年
分
五
〇
〇
円
で

途
中
加
入
で
も
掛
金
は
同
じ
で
す
。

共
済
期
間
　
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年

三
月
末
日
ま
で

見
舞
金
　
災
害
の
程
度
に
よ
り
七
等
級

に
区
分
さ
れ
最
低
五
〇
〇
〇
円
か
ら

最
高
六
〇
万
円
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

な
お
加
入
そ
の
他
ご
相
談
は
町
役
場

総
務
課
。

毎
月
一
六
日
に
は
相
談

所
を
開
設

交
通
事
故
に
ま
つ
わ
る
い
ろ
い
ろ
な

ご
相
談
を
受
け
る
た
め
に
、
毎
月
一
六

日
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
、

町
役
場
を
会
場
に
、
交
通
事
故
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
下
さ
い
。

．．

も
オ
じ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
へ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

次
の
と
お
り
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
行
い
ま
す
。
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。
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中
村
清
美
さ
ん
ら

消
防
出
初
式
で
表
彰

油
谷
町
消
防
団
出
初
式
は
、
冬
に
は

め
ず
ら
し
い
夜
来
の
雨
に
わ
ざ
わ
い
さ

れ
、
式
場
を
油
谷
小
学
校
講
堂
に
変
更

し
て
挙
行
さ
れ
た
が
、
次
の
み
な
き
ん

に
表
彰
状
や
感
謝
状
が
お
く
ら
れ
た
。

山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

勤
続
章
　
一
五
年
　
一
九
名

中
村
清
美
　
清
水
巌
　
人
丸
分
団
・

満
岡
善
久
　
蔵
小
田
分
団
・
池
永
銀

平
　
吉
岡
喬
　
重
岡
忠
信
　
木
戸
力

竹
村
三
郎
　
立
石
分
団
・
村
尾
叶

角
山
分
団
・
永
松
満
春
　
藤
野
義
治

福
谷
秀
夫
　
有
馬
一
夫
　
村
田
忠
政

中
村
繁
成
　
新
坂
光
政
　
川
尻
分
団

田
村
精
作
　
岡
村
栄
　
原
田
堯
　
本

郷
分
団

勤
続
章
　
二
○
年
　
一
一
名

藤
井
常
昭
　
後
畑
分
団
・
坂
根

只
夫
　
久
津
分
団
・
磯
野
正
夫

福
谷
馨
　
松
本
巖
　
中
村
力

川
尻
分
団
・
小
島
冉
　
堀
川
松
　
上

田
弘
　
尾
島
清
成
　
本
郷
分
団
・
塚

本
菊
麿
　
河
原
分
団

勤
続
章
　
二
五
年
　
二
二
名

北
山
偉
三
郎
　
岡
田
豊
　
上
利
健
一

沖
田
実
　
人
丸
分
団
・
窪
田
銀
治

松
永
喜
郎
　
山
本
笑
穂
　
檜
垣
保

河
原
分
団
・
山
本
倉
治
　
広
中
誠

伊
上
分
団
・
津
室
政
光
　
児
玉
力

蔵
小
田
分
団
・
坂
倉
明
信
　
平
瀬
恭

馬
　
津
黄
分
団
・
藤
野
義
行
　
辻
村

研
治
　
大
藤
寿
助
　
林
節
夫
　
惣
部

広
　
後
畑
分
団
・
藤
井
喜
芳
　
島
田

武
夫
　
畑
尾
房
夫
　
久
津
分
団

勤
続
章
　
三
〇
年
　
二
名

今
津
謙
一
　
伊
上
分
団
・
坂
本
梅
吉

久
津
分
団

勤
続
章
　
三
五
年
　
二
名

藤
井
洋
一
　
松
山
武
彦
　
河
原
分
団

勤
続
章
　
四
〇
年
　
一
名

岩
本
熊
治
　
河
原
分
団

油
谷
町
長
表
彰
　
六
名

恵
本
昇
　
蔵
小
田
分
団
・
竹
村
三
郎

立
石
分
団
・
永
富
忠
之
　
人
丸
分
団

島
田
直
　
後
畑
分
団
・
泉
豊
　
久
津

分
団
・
藤
野
義
治
　
川
尻
分
団

油
谷
町
消
防
団
長
表
彰
　
七
名

藤
永
馨
　
田
久
道
分
団
・
金
子
博

河
原
分
団
・
和
田
博
至
　
伊
上
分
団

梅
本
和
孝
　
津
黄
分
団
・
磯
部
信
義

角
山
分
団
・
綿
野
昭
成
　
大
浦
分
団

高
倉
幸
一
　
本
郷
分
団

油
谷
町
長
よ
り
感
謝
状

西
村
浩
太
　
前
副
団
長

町
社
協
の
評
議
員
が

決
ま
る

町
社
協
で
は
昭
和
四
七
年
一
二
月
一

七
日
付
で
次
の
み
な
さ
ん
を
社
協
評
議

員
に
任
命
し
向
う
二
か
年
お
世
話
を
い

た
ゞ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
号
評
議
長

久
　
富
　
中
原
典
子
　
林
　
正
元

新
別
名
　
藤
本
時
次
　
梅
月
　
博

河
　
原
　
原
田
　
昂
　
田
中
　
勲

伊
　
上
　
桝
本
与
三
　
大
眠
シ
ツ

蔵
小
田
　
吉
岡
　
豊
　
林
　
憲
明

植
山
一
男
　
光
田
正
一

津
　
黄
　
森
田
友
次
　
磯
部
義
成

後
　
畑
　
水
島
博
明
　
谷
村
勇
次

角
　
山
　
中
野
ツ
ヨ
シ
松
永
末
吉

向
津
具
上

西
島
幸
宣
　
杉
山
と
し
子

川
　
尻
　
北
村
勝
則
　
中
原
白
道

向
津
具
下

池
永
　
勲
　
八
木
富
恵

大
　
浦
　
磯
本
安
明
　
磯
中
好
助

二
号
評
議
長

民
生
委
長
　
　
　
　

松
尾
　
重
郎

青
少
協
　
　
　
　
　

中
村
　
　
進

民
間
福
祉
団
体
　
　
高
村
十
四
己

福
祉
行
政
機
関
　
　
長
瀬
　
恭
一

社
会
福
祉
施
設
　
　
永
田
　
文
子

婦
人
団
体
　
　
　
　

藤
岡
　
カ
ヨ

児
童
相
談
に
つ
い
て

・
と
　
き
　
奇
数
月
の
五
日
（
当
日
が

休
日
の
場
合
は
翌
日
）

・
と
こ
ろ
　
町
役
場
相
談
室

萩
の
児
童
相
談
所
か
ら
、
専
門
の
先

生
方
が
来
ら
れ
て
、
こ
ど
も
さ
ん
の
健

康
や
教
育
そ
の
他
ど
ん
な
問
題
で
も
相

談
に
応
じ
ら
れ
る
の
で
、
気
軽
に
ご
利

用
下
さ
い
。
皆
様
の
お
出
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

児
童
手
当
の
支
給
範
囲
が

ひ
ろ
が
り
ま
ず

こ
れ
ま
で
は
三
人
以
上
の
児
童
の

う
ち
昭
和
四
七
年
一
月
一
日
現
在
で

五
歳
未
満
の
児
童
が
い
る
こ
と
が
必

要
で
し
た
が
、
こ
と
し
の
四
月
か
ら

そ
の
範
囲
が
ひ
ろ
が
り
三
人
以
上
の

児
童
の
う
ち
に
、
四
月
一
日
現
在
で

一
〇
歳
未
満
の
児
童
が
い
れ
ば
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
と
し
の
四
月
か
ら
三
人
以
上
の

児
童
の
う
ち
出
生
順
に
数
え
て
三
人

目
以
降
の
児
童
で
一
〇
歳
未
満
の
も

の
一
人
に
つ
き
三
〇
〇
〇
円
と
な
り

ま
す
。

児
童
手
当
の
支
給
を
う
け
る
手
続

は
本
人
の
請
求
に
よ
り
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
四
月
か
ら
新

た
に
該
当
す
る
方
は
す
ぐ
に
住
民
課

又
は
支
所
で
手
続
き
下
さ
い
。
そ
の
手

続
が
さ
れ
た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
の
で
四
月
分
は
お
そ
く

と
も
三
月
中
旬
ま
で
に
手
続
き
を
し
て

下
さ
い
。

出
生
、
転
出
入
等
の
異
動
の
場
合
も

速
や
か
に
手
続
き
し
ま
せ
ん
と
折
角
の

手
当
が
う
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
か
ら
特
に
ご
注
意
下
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か

年
金
の
保
険
料
は

前
納
が
で
き
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
納
め

る
か
、
ま
た
は
三
か
月
分
ま
と
め
て
納

め
る
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
面
倒
だ
と
い
う

か
た
の
た
め
に
、
一
年
分
か
ら
最
高
は

昭
和
五
〇
年
三
月
ま
で
の
保
険
料
を
ま

と
め
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
保
険
料
の
前
納
と
い
い
ま

す
。
不
幸
に
し
て
障
害
者
や
母
子
世

帯
に
な
っ
た
と
き
に
は
年
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
が
、
も
し
保
険
料
の
納
め

忘
れ
が
あ
る
と
折
角
の
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
元
気
に
働
け
る
時
期
に
保
険
料

を
前
納
し
て
お
け
ば
安
心
で
す
。

と
こ
ろ
で
保
険
料
を
前
納
し
ま
す

と
年
五
分
五
厘
の
割
合
で
保
険
料
が

割
引
き
さ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
一

年
間
の
保
険
料
を
前
納
す
る
場
合
、

六
六
〇
〇
円
の
と
こ
ろ
を
六
四
四
〇

円
納
め
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

保
険
料
の
前
納
は
、
い
つ
で
も
で

き
ま
す
か
ら
、
町
役
場
の
住
民
課
福

祉
係
又
は
支
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

多
い
速
度
違
反
・
酒
酔

運
転

昨
年
一
か
年
の
長
門
警
察
署
管
内
に

於
け
る
交
通
事
故
件
数
は
次
の
と
お
り

で
（
　
　
）
内
は
油
谷
町
内
で
発
生
し

た
も
の

発
生
件
数
二
五
一
件
（
五
一
件
）

死
　
　
者
　
　
九
名
（
　
一
名
）

傷
　
　
者

重
　
傷
　
六
二
名
（
二
〇
名
）

軽
　
傷
二
六
八
名
（
三
〇
名
）

こ
の
事
故
の
原
因
は

①
安
全
速
度
違
反

②
酒
酔
運
転

③
脇
見
運
転

④
交
差
点
徐
行
違
反

⑤
追
越
し
違
反

に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
と
し
こ
そ
、

違
反
や
事
故
を
起
さ
な
い
よ
う
～
く
れ

ぐ
れ
も
ご
注
意
下
さ
い
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

運
転
者
の
み
な
さ
ん
へ

せ
ま
い
日
本
そ
ん
な
に
急
い
で
ど
こ

え
行
く

歩
行
者
の
み
な
さ
ん
へ

た
し
か
め
て
ま
た
た
し
か
め
て
ハ
イ

横
断

よ
い
子
の
み
な
さ
ん
へ

ぼ
く
し
な
い
ど
う
ろ
の
と
び
だ
し
わ

る
ふ
ざ
け

油
谷
警
部
派
出
所

山
火
事
を
防
止
し
よ
う

山
火
事
は
二
月
～
四
月
に
多
発
し
て

い
ま
す
。
タ
バ
コ
と
タ
キ
ビ
の
不
始
末

が
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
山
林
作
業
や
通
行
中
は
タ
バ
コ
を
吸

わ
な
い
。

○
タ
バ
コ
や
マ
ッ
チ
を
投
げ
す
て
な
い

○
定
め
ら
れ
た
所
以
外
で
は
タ
キ
ビ
を

し
な
い
。

○
山
林
に
近
い
と
こ
ろ
で
の
あ
ぜ
や
き

は
や
め
よ
う
。
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昨
年
の
選
挙
を
顧
み
て

油
谷
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
倉

田

哲

雄

昨
年
は
ま
れ
に
み
る
選
挙
の
多
い
年

で
あ
り
ま
し
た
。

即
ち
、
七
月
一
四
日
の
農
業
委
長
会

委
員
の
選
挙
を
か
わ
き
り
に
、
八
月
四

日
の
海
区
漁
業
調
整
委
長
会
委
員
の
選

挙
、
八
月
二
七
日
山
口
県
知
事
選
挙
、

さ
ら
に
一
二
月
一
〇
日
の
衆
議
院
議
長

総
選
挙
と
次
々
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

幸
い
に
何
れ
の
選
挙
に
お
き
ま
し
て

も
、
前
回
の
そ
れ
に
比
較
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
投
票
率
も
向
上
し
、
大
過
な
く
終

了
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
、
ご
同
慶
に

た
え
ま
せ
ん
。

こ
れ
も
有
権
者
の
み
な
さ
ん
の
選
挙

に
対
す
る
正
し
い
ご
理
解
と
選
挙
事
務

の
執
行
や
啓
発
に
あ
た
ら
れ
た
方
々
の

ご
協
力
、
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
協

議
会
委
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
指
導
ご
援

助
の
賜
も
の
と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。過

去
の
選
挙
を
顧
み
ま
す
と
必
ず
し

も
満
足
す
べ
き
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く

研
究
や
努
力
の
た
り
な
か
っ
た
こ
と
も

種
々
思
出
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
昨
年
の
体
験
を
い
か
し
、

こ
と
し
こ
そ
明
正
選
挙
推
進
運
動
の
レ

ー
ル
を
し
っ
か
り
と
敷
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
こ
と
し
は
先
ず

「
投
票
へ
の
総
参
加
」
と
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
の
あ
い
ろ
も
あ
り
ま
し
ょ

う
が
、
み
な
さ
ん
と
あ
い
た
ず
さ
え
て

努
力
を
い
た
す
考
え
で
あ
り
ま
す
か
ら

何
卒
ご
協
力
ご
援
助
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
建
設
的
な
ご
意
見
等
お
寄
せ
い

た
ゞ
く
な
ら
ば
ま
こ
と
に
幸
で
す
。

無
料
化
で
受
診
し
や
す
く

な
っ
た
老
人
医
療

老
人
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
こ

と
し
の
一
月
一
日
よ
り
全
面
的
に
（
一

部
所
得
制
限
を
除
く
）
公
費
負
担
制
度

に
よ
る
老
人
医
療
費
の
無
料
化
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

制
度
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
支
給
対
象
者

1
油
谷
町
に
居
住
し
満
七
〇
歳
以
上

の
方

2
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
又
は

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者

3
所
得
制
限
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
方

※
老
人
医
療
費
受
給
者
証
の
交
付
申
請

の
時
期

七
〇
歳
に
な
ら
れ
る
方
は
誕
生
日
の

属
す
る
月
の
初
日
か
ら
医
療
費
の
支
給

が
う
け
ら
れ
ま
す
か
ら
そ
の
前
月
中
に

「
健
康
保
険
証
」
と
「
印
か
ん
」
を
も

つ
て
住
民
課
又
は
支
所
で
手
続
を
し
て

下
さ
い
。

※
保
険
医
療
機
関
で
診
療
を
う
け
る
と

老
人
医
療
費
受
給
者
証
と
健
康
保
険

者
証
の
二
つ
を
必
ず
持
参
し
て
下
さ
い

※
老
人
医
療
受
給
者
証
の
有
効
期
間

本
年
は
一
月
一
日
か
ら
六
月
三
〇
日

ま
で
。
平
年
は
七
月
一
日
か
ら
翌
年
六

月
三
〇
日
ま
で

※
療
養
費
払

老
人
医
療
費
は
現
物
給
付
が
建
前
と

な
っ
て
い
ま
す
が
他
県
で
受
診
し
て
二

つ
の
書
類
が
提
出
で
き
な
か
っ
た
と
き

な
ど
で
自
己
負
担
を
支
払
っ
た
場
合
は

申
請
に
よ
り
費
用
を
払
う
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
住
民
課
又
は
支
所
に
相

談
下
さ
い
。

※
転
出
入
、
保
険
種
別
の
異
動
、
死
亡

な
ど
は
速
や
か
に
届
け
て
下
さ
い
。

大
浦
生
活
学
校
近
く
開
校

大
浦
婦
人
グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ
の
ほ

ど
平
岡
ス
ミ
エ
さ
ん
（
五
一
歳
）
外
有

志
十
数
名
が
世
話
人
と
な
り
、
県
新
生

運
動
協
会
か
ら
山
本
主
事
、
日
置
農
業

改
良
普
及
所
か
ら
山
口
普
及
長
等
を
招

き
、
大
浦
漁
協
で
、
大
浦
生
活
学
校
発

足
準
備
会
を
開
き
、
い
ろ
い
ろ
話
し
合

っ
た
結
果
、
い
よ
い
よ
二
月
上
旬
を
期

し
、
待
望
の
大
浦
生
活
学
校
を
開
校
す

る
こ
と
に
決
ま
り
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
る

写
真
は
　
準
備
会
で
今
後
の
計
画
を

話
し
合
う
大
浦
婦
人
グ
ル
ー
プ
の
み

な
さ
ん

二
月
三
日
は
節
分
、
四
日
は
立
春

い
よ
い
よ
春
と
な
り
ま
す
。
節
分
に

ち
な
み
、
綾
古
部
落
、
広
中
建
次
君

（
一
八
歳
日
置
農
高
三
年
在
学
中
）

の
作
品
し
あ
わ
せ
く
ん
を
掲
載
し
ま

し
た
。

同
君
は
本
春
卒
業
と
同
時
に
上
京

村
野
守
美
画
伯
に
師
事
、
本
格
的
に

こ
の
道
の
勉
強
を
始
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

油
谷
町
め
ぐ
り
　
一

ま
え
が
き

山
口
県
文
書
館
発
行
の
防
長
風
土
注

進
案
第
一
八
巻
、
先
大
津
宰
判
に
よ
っ

て
一
三
〇
年
ば
か
り
前
の
町
内
散
歩
を

試
み
て
み
た
い
。
進
路
は
東
か
ら

（
村
田
菊
雄
生
）

隅
田
川
で
鰤
の
と
れ
た
話

蔵
小
田
八
幡
宮
の
項
に
よ
る
と
、
九

月
一
七
、
八
日
の
祭
礼
の
当
日
、
昔
は

八
幡
宮
下
の
川
で
鰤
を
と
っ
て
神
前
に

供
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
近
年
は
め
っ
た
に
の
ぼ
っ

て
来
な
く
な
っ
た
の
で
、
祭
礼
の
前
に

運
よ
く
見
つ
け
た
ら
、
鰤
、
艫
の
類
を

と
り
、
そ
の
頭
だ
け
を
神
前
に
供
え
た

と
い
う
（
な
が
く
お
く
と
腐
る
の
で
頭

だ
け
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
）
だ
が「
五
、

七
年
は
こ
の
事
も
絶
え
申
候
」
と
書
い

て
あ
る
の
で
、
一
八
三
五
年
頃
ま
で
は

ど
う
に
か
鰤
や
艫
を
神
前
に
供
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

梁
場
橋
の
工
事
の
時
、
橋
脚
の
底
か

ら
海
の
砂
が
堀
り
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
を

み
る
と
、
大
昔
は
油
谷
湾
は
現
在
よ
り

も
、
も
っ
と
東
の
方
へ
入
り
こ
ん
で
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
油
谷
町
の
自
然
と
文
化
の
稿
二
七
五

頁
参
照
）
そ
し
て
梁
場
あ
た
り
を
大
き

な
鰤
が
ゆ
う
ゆ
う
と
泳
い
で
い
た
の
で

あ
る
。

な
お
こ
の
近
く
に
は
志
道
八
郎
左
衛

門
の
知
行
地
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
川
岸

で
、
い
わ
し
が
と
れ
た
と
い
う
話
も
現

在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

お
知
ら
せ

公
民
館
向
津
具
分
館
へ
ご
用
の
あ
る
方
は
、
油
谷
四
－
一
　
。
4
．
へ
　
　
　
　
し
て
下
さ
い
。
直
接
分
館
へ
通
じ
ま
す
。
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